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子どもが保育園に入園してから行事等

でお弁当を作ることがあり、楽しく食べ

てもらおうと“キャラ弁”に挑戦しました
。

作るのに時間も掛かりますが、喜んでく
れる

と作り甲斐を感じま

す！現在、小学生になりましたがお

弁当の時にはリクエストしてくれ

るので、これからも子ども達が喜

んでくれる限り、頑張って作りたい

と思います。

デイサービスセンター友愛江別　大原 三佳

スタッ
フ

エッセ
イ

3年前に静苑ホームに卓球台が届いてから2人で卓球にはまっています。はじめは道具も施設にあるものを使い、2人の都合があった時に活動していましたが、今では毎週水曜に時間を決めて、靴やラケットも使いやすいものを持参しています。地域の子どもたちやご利用者と卓球を通して交流を行う機会も増えました♥これからも卓球を続けて体
力を維持し、元気に働いていき
ます！皆さんも一緒に汗を流
しましょう♪♪

ヘルパーステーション友愛野幌
　　　　　　　 　岡田 たえ子
　　　　　 　　　宮越 　　操

今年の4月よりケアハウスに勤務してい

ます。休みの日に長く続けられる趣味が

あればと思い、家庭菜園と園芸を始めま

した。はじめは失敗も多かったのですが、

今では毎年必ず新しい品種や作物に挑戦

しながら楽しく続けています。本やブログ

の記事を参考にすることもありますが、

師匠は何といってもご利用者や近所の

方々です。これからもアドバイスをいた

だきながら楽しく長く続けていきたいと

思います。

ケアハウスゆうあい　森下 敏紀

2年前からスキーを始めました！学生時代は毎
日のように滑っていた

のですが、不安を覚えつつも再開してみると
昔の感覚を思い出し、

スキーの楽しさを再確認しました。もう一

つの趣味はビーズアクセサリー作りで、母

の日に手作りの物を贈りたいと思ったのが

きっかけでした。プレゼントした時、母は驚

いていましたが、喜んでくれまし

た♪細かい作業が多くて大変で

すが、完成した時は達成感と喜び

を感じます！

友愛ナーシングホーム　都築 雪恵 

私は花が大好きで、プリザーブドフラワーを習っていたのです

が、昨年母と同居し仕事も始めて時間が取れなくなり辞めてし

まいました。しかし、癒やしと穏やかな気持ちをくれる花への

思いが諦めきれず、友人が今年3月

から「ろう花」の講師を始めたのを

きっかけに、時間ができた時に頼

んで習いに行っています。和紙を

染め花形に創作し、特殊なろうで

浸すと、色鮮やかな素敵なろう花に

仕上がります。何も考えずに一心

に好きなことに打ち込めるこの時

間は、私にとってとても貴重なひと

時です。

野幌第一地域包括支援センター　近藤 とも子

私は中学校の３年間、バドミントン
部に所属していました。
先生がとっても厳しくてトレーニン
グがとっても大変だったことをよく
覚えています（笑）そのため家に
帰ってからも練習をしていました!!
部活を辞めてからも気分転換で
体育館に行きバドミントンをしてい
ます。

愛保育園　杉中 加奈



　担当
者
の
一
人
、理
学
療
法
士
の
菅

靖
司
さ
ん
は
、「
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
低

下
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
て
も
、潜
在

能
力
は
残
っ
て
い
る
場
合
が
多
い
の
で

す
。そ
れ
を
ど
う
引
き
出
す
か
が
、リ
ハ

ビ
リ
の
ポ
イ
ン
ト
で
す
」と
言
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、と
に
か
く
動
い
て
も
ら
う
。

動
け
な
い
場
合
は
、そ
の
き
っ
か
け
を
つ

く
る
。ま
た
、認
知
機
能
を
上
げ
る
た

め
の
工
夫
が
大
切
だ
と
語
り
ま
す
。

　作業
療
法
士
の
石
田
舞
さ
ん
は
、

「
日
に
よ
っ
て
も
、ま
た
時
間
帯
に
よ
っ

て
も
、症
状
や
体
調
、心
理
的
な
変
化

が
あ
る
の
で
、そ
れ
を
常
に
確
認
し
て
、

リ
ハ
ビ
リ
を
す
る
こ
と
が
大
事
で
す
」

と
言
い
ま
す
。2
人
が
口
を
そ
ろ
え
て

言
う
の
は
、「
信
頼
関
係
を
築
く
と
、回

復
も
早
い
」と
い
う
こ
と
。そ
の
た
め

に
、"基
本
は
ほ
め
る
。で
き
な
く
て
も
、

が
ん
ば
っ
た
ね
と
ほ
め
る
‶リ
ハ
ビ
リ
を

潜
在
能
力
を
ど
う
引
き
出
す
か

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
大
事

　
2
0
1
8
年
4
月
か
ら
、介
護
保
険

制
度
の
改
定
に
沿
う
形
で
、友
愛
ナ
ー

シ
ン
グ
ホ
ー
ム
の
機
能
回
復
訓
練
が
パ

ワ
ー
ア
ッ
プ
し
ま
し
た
。こ
れ
ま
で
は
集

団
で
の
リ
ハ
ビ
リ
が
中
心
で
し
た
が
、

今
春
か
ら
基
本
的
に
入
居
者
全
員
が

リ
ハ
ビ
リ
に
参
加
し
て
い
ま
す
。そ
の

結
果
、通
所
の
方
も
含
め
る
と
、1
日

平
均
50
〜
60
人
の
リ
ハ
ビ
リ
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　担当
す
る
の
は
理
学
療
法
士
、作
業

療
法
士
と
も
に
3
人
、
計
6
人
の
ス

タ
ッ
フ
で
す
。リ
ハ
ビ
リ
は
基
本
的
に
マ

ン
ツ
ー
マ
ン
で
行
い
、一
人
ひ
と
り
の

ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
、プ
ロ
グ
ラ
ム
が
立

て
ら
れ
、計
画
的
に
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。主
な
目
的
は
在
宅
復
帰
に
向
け
た

準
備
で
す
。あ
ら
か
じ
め
ご
自
宅
の
設

備
・
状
況
を
把
握
し
、そ
れ
を
ふ
ま
え

て
行
い
ま
す
。同
時
に
そ
れ
ぞ
れ
の
方

の
基
本
動
作
が
ど
の
程
度
の
レ
ベ
ル
な

の
か
、状
況
に
応
じ
た
き
め
細
か
な
リ

ハ
ビ
リ
を
実
践
し
て
い
ま
す
。

　代表
的
な
も
の
は
、車
イ
ス
の
方
の

歩
行
訓
練
や
短
期
集
中
リ
ハ
ビ
リ
、そ

し
て
個
別
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
リ
ハ

ビ
リ
で
す
。こ
の
ほ
か
に
、認
知
症
の
方

に
対
す
る
リ
ハ
ビ
リ
も
あ
り
ま
す
。

一
人
ひ
と
り
の
状
況
に
合
わ
せ

マ
ン
ツ
ー
マ
ン
で
リ
ハ
ビ
リ

リハビリの体制を
強化しました
今春より、介護保険制度の改定にともない、友愛ナーシングホーム
でのリハビリを強化しました。リハビリ担当者を4人から6人に
増員するとともに、入居者の方全員を対象にしました。

リハビリメニュ
ーの紹介

パワーリハビリ
トレーニングマシンを使い、胸や
肩の筋肉を鍛えるパワーリハビリ

階段昇降練習
段差のある場所を歩行し、身体
機能の維持・向上を促す

バランス練習
バランスボールで、立つ、座る
の訓練

歩行練習
平行棒による歩行訓練で筋肉の
維持・増強をし寝たきりを防止

「友愛ナーシングホームに併設しているケアハウスゆうあいは、
自立した生活に不安があって、ご家族の援助を受けることが困難な
方の施設です。今後、両施設の連携がますます重要です」
ケアハウス施設長の久田康由喜さんは、そう語ります。ケアハウス
ゆうあいと友愛ナーシングホームの2つの施設は、有機的に連携し
ており、緊急時の対応も万全です。また、2018年6月から、電動
ベッドや引き出しの軽いタンスなど、生活しやすい家具を備え付け
た部屋を整備し、受け入れ準備に万全を期しています。

作業療法士

石田 舞さん

理学療法士

菅 靖司さん

実
践
し
て
い
ま
す
。

　また
、こ
れ
ま
で
以
上
に
多
く
の
方

が
リ
ハ
ビ
リ
に
参
加
す
る
こ
と
に
な
っ

た
結
果
、
入
居
者
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
も
増
え
、そ
れ
が
心
理
的

な
活
性
化
に
つ
な
が
っ
て
リ
ハ
ビ
リ
の

効
果
を
高
め
る
こ
と
に
も
つ
な
が
っ
て

い
ま
す
。

ケアハウスでの自立生活も可能に

ケアハウス施設長
久田 康由喜さん
ケアハウス施設長
久田 康由喜さん
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「働きたい」「お願いしたい」の
マッチング

【くらしサポートセンターえべつ】とタッグを組
み、社会復帰や就労を希望している方々への支援
の第一歩として、静苑ホームでの介護業務の中か
ら、十数台ある車椅子の清掃と空気入れをお願い
しました。翌日には綺麗になった車椅子を使用
し、快適に外出をすることができました。職員や
ご利用者からは「気持ちが良いね！」と喜びの声
や笑顔が見られました。

くらしサポートセンターえべつとは
働きたい思いがあっても生活上のさまざまな理由から仕事に就
けず悩んでいる方々の相談窓口。
江別市社会福祉協議会が役割を担っています。

「認知症カフェへようこそ！」

グループホームゆうあいの地域交流ホームで、毎月第1金曜
日の午後2時から3時30分まで認知症カフェを開催してい
ます。ボランティアさんと恵明園スタッフが中心となって運
営し、認知症の方やご家族、地域住民、介護や福祉の専門
職などさまざまな人たちが気軽に集うのが特徴です。認
知症の方やご家族の悩みを共有しながら専門職に相談で
きる場所となっています。飲み物1杯100円で、予約なしで
どなたでも参加できますので、お待ちしています！

ご当地の魅力をおすそわけ！

管理栄養士考案の「ご当地メニューの日」静岡県さんま蒲焼丼、美唄市とり飯、横浜市発祥の

ナポリタン、根室市エスカロップ、沖縄ソーキソバなど、ご利用者の皆さんは居ながらにして

全国各地を食べ歩き。北は北海道から南は沖縄まで、珍しいメニューにご利用者の

皆さん興味津々。 管理栄養士、厨房調理員から愛情たっぷりでお届けしてい

ます！誕生会などの行事食、祝日メニュー、セレクトメニューに加えて、ご

当地メニューと毎月さまざまな食事を楽しんでいただいています♪

“食べることの大切さ・楽しさ”がご利用者の皆さんの元気の源に

なりますように！おいしかったよ～！とたくさんの声と笑顔を

頂いています。

“ご利用者の皆さんとの食の旅”は続きます♪

初めての陶芸体験！！
初めての陶芸に、ワクワクの子ども

たち。先生のお話を真剣に聞いて、

貯金箱･コップ･お皿･小物入れの中

から１つ選び作りました！ハートや

星･お花の飾りをつけたり、猫など

動物の形に作ったりととっても上手

に出来上がり、「見て見て!」とお友

だちと見せ合っていましたよ。先生

から褒めてもらいニコニコの子ども

たちでした♪最後は、お手本を見せ

てもらい次々と作る先生に「すご

い!」「マジックだ!」と大興奮!!とって

も楽しい陶芸体験でした♪

ケアハウス の庭にたくさんの花が咲き始めています。今年も花壇
に花の苗を 植え込みました。とても暑い日でしたが、無事に植え
込みが終了 し、ご利用者の皆さんや地域の皆さんにも楽しんでい
ただければ と思っています。また、畑にもジャガイモと枝豆を植え
ていますの で、秋にたくさん収穫できることを、ご利用者の皆さん
とともに今 から楽しみにしています。季節ごとにたくさんの花が
楽しめま すので、ぜひ一度お越しください。

心をこめて！！
きれいになぁ～れ！
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に
ま
と
め
た
の
は
、相
談
支

援
係
長
の
石
岡
浩
司
さ
ん
。

「
自
分
史
は
そ
の

人
の
内
面
を
知
る

機
会
と
な
り
、職
員

の
か
か
わ
り
方
も

変
わ
り
ま
し
た
」と

言
い
ま
す
。

　
イ
サ
子
さ
ん
は「
聞
い
て
も
ら
っ
た
こ
と
で
、気

分
が
楽
に
な
り
ま
し
た
。点
字
で
読
み
、改
め
て

自
分
に
こ
ん
な
悲
劇
が
あ
っ
た
の
だ
と
感
じ
ま

す
」と
言
い
ま
す
。石
岡
さ
ん
は「
自
分
史
を
作
っ

て
終
わ
り
で
は
な
く
、イ
サ
子
さ
ん
の
思
い
出
の

地
巡
り
な
ど
、
今

後
の
日
常
活
動
に

生
か
し
た
い
」と
、

新
し
い
取
り
組
み

を
始
め
て
い
ま
す
。

　橋本
イ
サ
子
さ
ん
が
恵
明
園
に
入
居
し
た
の

は
、平
成
29
年
3
月
の
こ
と
。妹
の
老
川
友
子
さ
ん

は「
寂
し
が
り
屋
で
、入
居
当
初
は
大
変
で
し
た
」

と
言
い
ま
す
。新
し
い
環
境
に
す
ぐ
に
は
馴
染
め

な
か
っ
た
イ
サ
子
さ
ん
で
す
が
、以
前
か
ら「
自
分

史
を
書
き
た
い
。若
い
人
に
伝
え
た
い
」と
い
う

思
い
が
あ
っ
た
よ
う
で
し
た
。

　その
気
持
ち
を
く
み
取
っ
て
、相
談
員
の
山
本

亜
美
さ
ん
が
聞
き
役
に
。年
齢
差
が
60
歳
以
上
あ

り
、「
お
話
の
中
に
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
た
く
さ
ん

あ
り
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
か
な
り
調
べ
ま
し
た
」

と
言
い
ま
す
が
、話
を
聞
く
回
数
が
増
え
る
に

つ
れ
、イ
サ
子
さ
ん
は
山
本
さ
ん
に
心
を
開
き
、

中
途
失
明
に
よ
る
ご
自
身
の
悲
劇
も
語
ら
れ
ま

し
た
。　それ

を
文
章
に

し
、『
涙
の
果
て
に

凛
と
咲
く
〜
橋
本

イ
サ
子
物
語
〜
』

　
友
愛
学
会
は
平
成
22
年
、職
員
症
例
研
究
の
発
表
の

場
と
し
て
設
立
さ
れ
ま
し
た
。5
施
設
か
ら
の
職
員
そ
れ

ぞ
れ
が
、日
常
業
務
に
追
わ
れ
る
だ
け
で
は
な
く
、職
場

で
の
考
察
、工
夫
、研
究
を
発
表
し
よ
う
と
い
う
も
の
で

す
。発
表
の
中
身
を
多
く
の
職
員
が
共
有
し
、今
後
の

利
用
者
支
援
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
に
つ
な
げ
、成
果
を
利

用
者
に
還
元
す
る
こ
と
が
、大
き
な
目
的
で
す
。

　研究
と
発
表
を
通
じ
て
、職
員
が
よ
り
深
く
考
え
、

今
ま
で
は
難
し
い
と
感
じ
ら
れ
て
い
た
課
題
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
す
る
き
っ
か
け
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。過
去
に
は

「
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
」や「
障
が
い
児
支
援
」な
ど
も

テ
ー
マ
と
な
り
、そ
れ
ぞ
れ
成
果
を
上
げ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、発
表
そ
の
も
の
が
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
や
伝

達
の
よ
い
訓
練
と
な
り
、職
員

自
身
の
成
長
の
機
会
に
も
な
っ

て
い
ま
す
。今
年
度
の
優
秀
賞
に

は「
地
域
ケ
ア
会
議
を
通
し
て

見
え
た
も
の
」が
選
ば
れ
ま
し

た
。ま
た「
み
ん
な
人
生
の
主
人

公
〜
自
分
史
を
作
ろ
う
〜
」も

高
い
評
価
を
得
ま
し
た
。

友
愛
学
会
を
通
じ
て
得
ら
れ
る

新
た
な
気
づ
き

　優秀
賞
に
輝
い
た
研
究「
地
域
ケ
ア
会
議
を
通

し
て
見
え
た
も
の
」は
、「
増
え
続
け
る
高
齢
者
の

相
談
に
は
、何
か
し
ら
の
傾
向
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
」と
い
う
素
朴
な
疑
問
か
ら
出
発
し
ま
し
た
。

過
去
に
開
か
れ
た
地
域
ケ
ア
会
議
51
事
例
を
分
析

し
て
見
え
て
き
た
の
は
、「
ひ
と
り
の
困
り
ご
と

か
ら
地
域
が
つ
く
ら
れ
る
」と
い
う
こ
と
。特
に

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
の
男
性
や
認
知
症
の
女
性
の

ケ
ー
ス
か
ら
、「
高
齢
者
住
宅
入
居
」や「
チ
ー
ム

で
見
守
る
体
制
」が
実
現
し
た
こ
と
が
わ
か
り
ま

し
た
。　地域

ケ
ア
会
議
を
通
じ
て
、課
題
の
整
理
と
解

決
へ
の
優
先
順
位
、役
割
分
担
が
で
き
、支
援
に
対

す
る
動
き
が
明
確
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。ま
た
、

ス
ー
パ
ー
の
店
員
や
タ
ク
シ
ー
会
社
な
ど
の
民
間

業
者
へ
、更
な
る
認
知
症
へ
の
理
解
や
支
え
合
い
に

つ
な
が
っ
て
い
た
の
で
す
。

　しか
し
、そ
の
一
方
で
、「
生
活
の
し
づ
ら
さ
や

社
会
資
源
の
不
足
」「
人
材
・
支
え
手
の
不
足
」と

い
っ
た
課
題
も
見
え
て
き
ま
し
た
。そ
の
た
め
、

「
認
知
症
で
あ
っ
て
も
、住

み
な
れ
た
地
域
で
暮
ら
す

こ
と
が
で
き
る
仕
組
み
づ

く
り
が
必
要
」で
あ
る
と
の

結
論
が
導
か
れ
ま
し
た
。

認
知
症
で
も
地
域
で
暮
ら
せ
る

仕
組
み
づ
く
り
を

職員の成長と
支援の質の
向上を図って
います
4月13日、「えぽあホール」で第9回友愛学会

～症例研究発表～が行われました。優秀賞には

野幌第一地域包括支援センターの「地域ケア

会議を通して見えたもの」が選ばれました。

第9回友愛学会  最優秀賞を発表

症例研究発表の内容
友愛ナーシングホーム
みんなちがってみんないい
～個別性の大切さ～

静苑ホーム
地域の芽を育もう
～福祉教育の実践について～
野幌第一地域包括支援センター地域ケア会議を通して見えたもの
愛保育園
子供と向き合う保育
～一人一人の個性を見つめて～
恵明園
みんな人生の主人公～自分史を作ろう～

み
ん
な
人
生
の
主
人
公

　〜自
分
史
を
作
ろ
う
〜

第9回 友愛学会

恵明園
自
分
史
作
り
を
通
じ
て

か
か
わ
り
方
が
変
わ
り
ま
し
た相談員

山本 亜美さん

相談支援係長
石岡 浩司さん▲橋本 イサ子さんと妹の友子さん
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れ
た
地
域
ケ
ア
会
議
51
事
例
を
分
析

し
て
見
え
て
き
た
の
は
、「
ひ
と
り
の
困
り
ご
と

か
ら
地
域
が
つ
く
ら
れ
る
」と
い
う
こ
と
。特
に

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
の
男
性
や
認
知
症
の
女
性
の

ケ
ー
ス
か
ら
、「
高
齢
者
住
宅
入
居
」や「
チ
ー
ム

で
見
守
る
体
制
」が
実
現
し
た
こ
と
が
わ
か
り
ま

し
た
。　地域

ケ
ア
会
議
を
通
じ
て
、課
題
の
整
理
と
解

決
へ
の
優
先
順
位
、役
割
分
担
が
で
き
、支
援
に
対

す
る
動
き
が
明
確
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。ま
た
、

ス
ー
パ
ー
の
店
員
や
タ
ク
シ
ー
会
社
な
ど
の
民
間

業
者
へ
、更
な
る
認
知
症
へ
の
理
解
や
支
え
合
い
に

つ
な
が
っ
て
い
た
の
で
す
。

　しか
し
、そ
の
一
方
で
、「
生
活
の
し
づ
ら
さ
や

社
会
資
源
の
不
足
」「
人
材
・
支
え
手
の
不
足
」と

い
っ
た
課
題
も
見
え
て
き
ま
し
た
。そ
の
た
め
、

「
認
知
症
で
あ
っ
て
も
、住

み
な
れ
た
地
域
で
暮
ら
す

こ
と
が
で
き
る
仕
組
み
づ

く
り
が
必
要
」で
あ
る
と
の

結
論
が
導
か
れ
ま
し
た
。

認
知
症
で
も
地
域
で
暮
ら
せ
る

仕
組
み
づ
く
り
を

職員の成長と
支援の質の
向上を図って
います
4月13日、「えぽあホール」で第9回友愛学会

～症例研究発表～が行われました。優秀賞には

野幌第一地域包括支援センターの「地域ケア

会議を通して見えたもの」が選ばれました。

第9回友愛学会  最優秀賞を発表

症例研究発表の内容
友愛ナーシングホーム
みんなちがってみんないい
～個別性の大切さ～

静苑ホーム
地域の芽を育もう
～福祉教育の実践について～
野幌第一地域包括支援センター地域ケア会議を通して見えたもの
愛保育園
子供と向き合う保育
～一人一人の個性を見つめて～
恵明園
みんな人生の主人公～自分史を作ろう～

み
ん
な
人
生
の
主
人
公

　〜自
分
史
を
作
ろ
う
〜

第9回 友愛学会

恵明園
自
分
史
作
り
を
通
じ
て

か
か
わ
り
方
が
変
わ
り
ま
し
た相談員

山本 亜美さん

相談支援係長
石岡 浩司さん▲橋本 イサ子さんと妹の友子さん

55U      IU      I66 U      IU      I
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特集特集 職員の成長と支援の質の向上を
図っています
職員の成長と支援の質の向上を
図っています

特集特集 リハビリの体制を強化しましたリハビリの体制を強化しました

●ふれあい通信
●スタッフエッセイ
●ふれあい通信
●スタッフエッセイ

●通所介護　　●訪問介護
●居宅介護支援・在宅介護支援センター
●福祉移送サービス

友愛野幌
TEL（011）391-3540　FAX（011）389-4170

〒069-0806　江別市新栄台46番地の10
TEL（011）389-4165　FAX（011）389-4166

介護老人福祉施設・特別養護老人ホーム
短期入所生活介護

静苑ホーム

〒069-0806　江別市新栄台46番地の12
TEL（011）382-1110　FAX（011）382-1022

介護老人保健施設・短期入所療養介護
通所リハビリテーション・居宅介護支援
  友愛ナーシングホーム

〒067-0027　江別市豊幌美咲町23番地の8
TEL（011）383-3378　FAX（011）383-3356

認知症対応型共同生活介護

グループホームゆうあい
〒069-0812　江別市幸町8番地の9
TEL（011）384-0330　FAX（011）382-6587

児童福祉施設

愛保育園

〒069-0806　江別市新栄台46番地の12
TEL（011）382-1123　FAX（011）382-1022

軽費老人ホーム

ケアハウスゆうあい

●通所介護
●居宅介護支援・在宅介護支援センター

友愛江別
TEL（011）383-3362　FAX（011）383-3598

〒067-0027　江別市豊幌美咲町23番地の8
TEL（011）383-3351　FAX（011）383-3598

江別盲人養護老人ホーム・短期入所生活介護
ヘルパーステーション

恵明園

江別市受託事業

〒069-0801　江別市中央町31番地の6
TEL（011）381-2940　FAX（011）381-2941

野幌第一地域包括支援センター

●介護予防支援

北海道友愛福祉会社会福祉法人 http://www.yuaifukushi.jp
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子どもが保育園に入園してから行事等

でお弁当を作ることがあり、楽しく食べ

てもらおうと“キャラ弁”に挑戦しました
。

作るのに時間も掛かりますが、喜んでく
れる

と作り甲斐を感じま

す！現在、小学生になりましたがお

弁当の時にはリクエストしてくれ

るので、これからも子ども達が喜

んでくれる限り、頑張って作りたい

と思います。

デイサービスセンター友愛江別　大原 三佳

スタッ
フ

エッセ
イ

3年前に静苑ホームに卓球台が届いてから2人で卓球にはまっています。はじめは道具も施設にあるものを使い、2人の都合があった時に活動していましたが、今では毎週水曜に時間を決めて、靴やラケットも使いやすいものを持参しています。地域の子どもたちやご利用者と卓球を通して交流を行う機会も増えました♥これからも卓球を続けて体
力を維持し、元気に働いていき
ます！皆さんも一緒に汗を流
しましょう♪♪

ヘルパーステーション友愛野幌
　　　　　　　 　岡田 たえ子
　　　　　 　　　宮越 　　操

今年の4月よりケアハウスに勤務してい

ます。休みの日に長く続けられる趣味が

あればと思い、家庭菜園と園芸を始めま

した。はじめは失敗も多かったのですが、

今では毎年必ず新しい品種や作物に挑戦

しながら楽しく続けています。本やブログ

の記事を参考にすることもありますが、

師匠は何といってもご利用者や近所の

方々です。これからもアドバイスをいた

だきながら楽しく長く続けていきたいと

思います。

ケアハウスゆうあい　森下 敏紀

2年前からスキーを始めました！学生時代は毎
日のように滑っていた

のですが、不安を覚えつつも再開してみると
昔の感覚を思い出し、

スキーの楽しさを再確認しました。もう一

つの趣味はビーズアクセサリー作りで、母

の日に手作りの物を贈りたいと思ったのが

きっかけでした。プレゼントした時、母は驚

いていましたが、喜んでくれまし

た♪細かい作業が多くて大変で

すが、完成した時は達成感と喜び

を感じます！

友愛ナーシングホーム　都築 雪恵 

私は花が大好きで、プリザーブドフラワーを習っていたのです

が、昨年母と同居し仕事も始めて時間が取れなくなり辞めてし

まいました。しかし、癒やしと穏やかな気持ちをくれる花への

思いが諦めきれず、友人が今年3月

から「ろう花」の講師を始めたのを

きっかけに、時間ができた時に頼

んで習いに行っています。和紙を

染め花形に創作し、特殊なろうで

浸すと、色鮮やかな素敵なろう花に

仕上がります。何も考えずに一心

に好きなことに打ち込めるこの時

間は、私にとってとても貴重なひと

時です。

野幌第一地域包括支援センター　近藤 とも子

私は中学校の３年間、バドミントン
部に所属していました。
先生がとっても厳しくてトレーニン
グがとっても大変だったことをよく
覚えています（笑）そのため家に
帰ってからも練習をしていました!!
部活を辞めてからも気分転換で
体育館に行きバドミントンをしてい
ます。

愛保育園　杉中 加奈
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	アートボード 8

